
 

ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合閣僚声明（骨子） 
（２０１３年４月２０～２１日 インドネシア・スラバヤ） 

 

前文・世界経済：世界成長に関する長期的な展望 

●より強く、より強靱なアジア太平洋地域に向け、「強靭なアジア太平洋、世界成長のエンジン」が 

２０１３年ＡＰＥＣのテーマ。 

●世界経済が回復の途上にある中、アジア太平洋地域は、引き続き戦略的・経済的な中心。 

●ＡＰＥＣは、アジア太平洋地域の持続的な経済成長に大きく貢献。一方、経済成長の鈍化等への対処が必要。より

統合され、継ぎ目のないアジア太平洋の実現に向け、引き続き協調を促進。 

 

多角的貿易体制への継続的な支持（独立声明を発出（別添）） 

 

ボゴール目標の達成 

●２０２０年迄に貿易投資自由化を実現する、ボゴール目標達成のため、残る課題に共同で対処することを確認。 

●ローカルコンテント抑止に向けた議論を継続。効果的、無差別、市場主導のイノベーション政策促進を再確認。 

●ＴＰＰ、ＲＣＥＰを始め、ＦＴＡＡＰの実現に向けた地域的取組の進展の重要性を確認。 

●２０１２年に首脳合意されたＡＰＥＣ環境物品リストに基づく関税引下げの着実な実施をしていくことが重要であり、

そのためのキャパシティ・ビルディングの推進に合意。 

●ボゴール目標の達成や持続可能な開発の促進に向けて、物品貿易の更なる自由化への熱意に留意。またパー

ム油及びゴムをＡＰＥＣ環境物品リストに含めたいとするインドネシアの提案に留意。 

●２０１３年中のＡＰＥＣ構造改革新戦略（ＡＮＳＳＲ）の中間評価の提出に関する作業の進捗を歓迎。 

●２０１１年に首脳合意された良き規制慣行（ＧＲＰ）の実施に向けた継続的な取組を歓迎。 

 

衡平性を伴う持続可能な成長の達成 

●中小企業・女性の経済参画促進に向けた様々な取組を強化。 

●低炭素技術の普及の重要性を認識し、二国間クレジットメカニズムの取組を推進することに合意。 

●食料安全保障政策パートナーシップ（ＰＰＦＳ）における２０２０年までの食料安全保障の強化に関する戦略的かつ

結果志向型のロードマップの策定を事務方に指示。食料安全保障に向けて輸出規制を含む保護主義的な措置を

とらないことの重要性を確認。 

●科学技術イノベーション政策パートナーシップ（ＰＰＳＴＩ）の第１回会合の成功を歓迎。効果的で、内外無差別のイノ

ベーション政策の推進など科学技術協力の重要性を考慮し、産学官の連携促進を事務方に指示。 

●海洋の経済成長への貢献を認識し、海洋関連事項のメインストリーム化に向けた、食料安全保障、持続可能な漁

業、海上交通を始めとする様々な分野における取組を歓迎。 

 

連結性の促進 

●域内のコネクティビティ（つながり力）を拡大深化させるため、連結性に関するＡＰＥＣ枠組の策定を指示。 

●複数年計画の策定を通じたインフラ開発投資の促進に関する政策協調の重要性を確認。その際、高品質の、

持続性や強靭性あるインフラ開発投資の重要性に合意。 

●強靱なインフラ整備の観点から、第８回交通大臣会合（於：東京）での具体的成果の発出 

●より強靭なヴァリュー・チェーンの構築に向けて、リスクに対処する作業を進めていく重要性を共有。 

●緊急事態への備えの重要性を再確認し、緊急時渡航円滑化に関する検討の努力を歓迎。 

●学生、教育者の移動促進を目指す越境教育協力の具体的推進に向けた作業計画策定の取組を歓迎。 (了) 


